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「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
L
j

献
血
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
六
月
十
五
日
、

平
朝
か
ら
総
合
会
館
で
「
愛
の
献
血
皐
」
に
よ
る
吋
氏

の
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
に
な
る
と
水
の
使
用
量
が
増
え
、
水
不
え
に
な
り

が
ち
な
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

じ
夏
に
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
が
不
足
し
が
ち
に
な
る

こ
と
は
、
索
外
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

十
八
日
ご
ろ
に
は
梅
雨
も
明
け
、
こ
れ
か
ら
暑
い
夏

を
え
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
献
血
を
す
る
1

1

た

め
ら
う
人
も
多
い
ず
で
し
ょ
う
。

夏
だ
か
ら
と
い
っ
て
病
人
や
け
が
人
が
減
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

献
血
を
し
て
尊
い
命
を
助
け
た
い

i
ー
と
い
う
あ
な

た
の
善
意
を
、
血
液
が
不
足
し
が
ち
な
夏
に
こ
そ
生
か

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ー
送
べ
ま
す
三
つ
の
献
血

i

-v二
百
叫
献
血

-v四
百
叫
献
血

-v-成
分
献
血
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を道水

し訟ら
て

うー暮
つ< 

ろ
コ
守

下

水
は
私
た
ち
が
生
活
を
営
む
う
え
で
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
、
水
洗
ト

イ
レ
に
欠
く
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、

工
場
な
ど
で
も
多
量
の
水
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
役
立
っ
た
水
も
、

そ
の
ま
ま
汚
水
と
し
て
川
や
海
に
棄
て

ら
れ
る
と
、
水
質
を
汚
濁
し
て
魚
類
が

住
め
な
く
な
っ
た
り
、
悪
臭
を
発
生
さ

せ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
し
た
汚
水
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
界
に
も
ど
す

役
目
を
す
る
の
が
下
水
道
で
す
。
い
ま

下
水
道
は
水
の
サ
イ
ク
ル
を
正
常
に
し
、

汚
れ
た
川
や
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く

れ
る
。
そ
し
て
美
し
い
自
然
を
守
り
、

快
適
な
生
活
環
境
を
築
い
て
い
く
た
め

に
下
水
道
の
建
設
を
急
が
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

本
年

着
手

昭
和
六
十
二
年
二
月
に
昭
和
町
公
共

下
水
道
事
業
が
認
可
さ
れ
、

合
わ
せ
て

山
梨
県
施
行
に
よ
る
流
域
下
水
道
事
業

も
認
可
を
受
け
、
い
よ
い
よ
本
年
度
よ

り
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
は
、
町
内
計
画
面
積
六
一
五
ヘ
ク
タ

ー
ル

(
昭
和
町
全
面
積
九
一
八
凶
)
の

う
ち
今
回
事
業
認
可
を
受
け
た
第
一
期

地
区
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
左
記
の
図
の

と
お
り
上
河
東
、
上
河
東
二
区
、
河
西
、

西
条
二
区
の
各
一
部
を
昭
和
七

0
年
度

完
成
目
標
と
し
て
総
事
業
費
十
八
億
の

計
画
で
す
。
そ
し
て
昭
和
六
十
六
年
に

は
県
の
流
域
下
水
道
事
業
に
合
わ
せ
一

部
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

公共下水道と流域下水道

通常、市町村がみずから下水道を整備する場合、

公共下水道として実施する。乙のうちみずから

処理場を設置・管理するものを単独公共下水道

といい、流域下水道lζ接続するものを流域関連

公共下水道という。

二以上の市町村の流域関連公共下水道からの下

水を受け、乙れを収集する幹線管渠と乙れを処

理する処理場を持ち、都道府県が乙れを設置・

管理する。

公共下水道

流域下水道

下

水

道

の

し

く

み

に
処
理
し
、
き
れ
い
で
無
害
な
水
と
し

て
川
に
放
流
し
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
は
道
路
側
溝
や
水
路
等

---1 

昭
和
町
の
公
共
下
水
道
は
、
家
庭
か

ら
の
生
活
排
水
(
風
目
場
、
台
所
、
水

洗
便
所
)
を
、
汚
水
ま
す
を
通
っ
て
地

下
に
埋
め
ら
れ
た
汚
水
管
に
導
き
、

乙

を
改
修
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
大
き
な

釜無川流域下水道釜無川処理区

医逐忍一部供用開始
( s 66年から)

~認可計画

れ
を
釜
無
川
流
域
下
水
道
事
業
が
実
施

す
る
増
穂
町
の
終
末
処
理
場
で
衛
生
的

Iii形8if
p=ポンプ場

T=流末処理場

河
川
へ
放
流
し
ま
す
。
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97ヘクタール

。全体計画 615ヘクタール

(昭和 80年目標)

。第 1期事業認可区域

(昭和 70年完成予定)

||昭和 66年一部供用開始予定 I1

下

水

道

が

整

備

さ

れ

る

と

下
水
道
の
整
備
が
進
み
、
利
用
で
き
る
区
域
か
ら
供
用
開
始
の
告
示
が
な
さ
れ
ま

す。
供
用
開
始
が
さ
れ
た
区
域
は
、

す。

各
家
庭
の
水
洗
化
を
行
い
下
水
道
が
利
用
で
き
ま

(
三
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
と
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
〉

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

山
く
み
取
り
便
所
を
、
浄
化
槽
な
し
で

水
洗
便
所
へ
改
造
出
来
ま
す
。

間
浄
化
槽
に
よ
る
環
境
の
不
十
分
な
点

を
解
決
し
ま
す
。

悶
用
水
路
に
生
活
排
水
が
流
入
し
な
く

な
り
、
き
れ
い
な
用
水
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

凶
河
川
の
よ
ご
れ
を
防
ぎ
、
水
遊
び
等

の
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
の
場
が
保
存

で
き
、
ま
た
水
資
源
と
し
・

τ利
用
出

h
p
ボ
ー
リ
ン
グ
で
の
地
質
調
査

(
上
河
東
ニ
区
)

来
ま
す
。

閉
ま
ち
全
体
が
清
潔
に
な
り
、

境
が
向
上
し
ま
す
。

生
活
環

山
市
街
地
の
道
路
側
溝
の
水
は
け
が
良

く
な
り
、
溜
り
水
等
が
な
く
な
り
ま
す
。

ω道
路
の
保
全
や
都
市
の
美
観
に
役
立

ち
ま
す
。

ω台
風
や
集
中
豪
雨
が
き
て
も
浸
水
の

不
安
が
な
く
な
り
ま
す
。

下水道工事にご協力下さい
下水道工事は、人や車の交通事情を悪くした

り、一時的に付近の環境を悪化させたり、その

ほか、なにかとみなさまにご迷惑をかける乙と

が、多いかも知れません。

こうした乙とを、最小限にしようと下水道工

事は、最新の技術と工法を採用して、懸命の努

力をしております。お近くで、下水道工事を行な

う場合には、みなさまのど理解とご協力をお願

いします。
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月間

わ-つよし報広

ア月は
女
育
て
よ
う
非
行
に
打
ち
勝
つ
強
い
意
志

i
山

梨

彰

i
i

県

A
Q

一A
議

民

表

女
「
人
ご
と
L

と
言
わ
ず
に
寸
ひ
と
こ
と
L

愛
の
声

非
行
防
止
に
尽
力

毎
日
が
楽
し
い
家
庭

で
あ
る
よ
う
に
ね
が
っ

て
も
、
い
つ
も
忙
し
い

仕
事
に
お
わ
れ
、
と
も

す
れ
ば
家
庭
で
の
人
間

的
接
触
が
う
す
れ
が
ち

で
あ
り
ま
す
。

保
護
者
は
子
供
が
テ

レ
ビ
や
マ
ン
ガ
ば
っ
か

り
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、

ス
タ
ー
に
夢
中
で
雑
誌

ば
か
り
な
が
め
て
い
る

等
子
供
に
対
す
る
「
ば

っ
か
り
病
」
に
な
ら
な

い
乙
と
で
す
。

「生
徒
の
本
分
は
勉

強
」
で
あ
る
と
、
子
供

の
顔
を
見
て
話
し
か
け

る
言
葉
が

「勉
強
、
勉

強
」
と
い
う
乙
と
ば
か

り
で
は
、
子
供
に
対
す

る
「
ば
っ
か
り
病
」
は

ま
す
ま
す
重
症
に
な
る

だ
け
で
す
。

子
供
に
し
て
見
れ
ば

「
今
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
の
に
」
と
や
る
気

を
な
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
自
分
か
ら
や
ろ
う

と
い
う
意
欲
も
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
明
る
い

環
境
、つ
く
り
に
努
め
、
厳
正
な
熊
度
で

愛
情
と
勇
気
を
も

っ
て
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。

各
地
区
の
指
導
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

西

条

一
区
桑
原
孝
夫
・
小
野
征
吾

西
条
二
区
坂
本
駒
夫
・
高
野
定
明

清
水
新
居
依
田
吉
造
・
深
沢
正
次

西
条
新
田
日
向
周
作
・
平
石
洋
一

押

越

畑

野

孝

夫

・

浅

川

武

雄

河

東

中

島

赤

津

春

雄

・

鷹

野

昭

紙

漉

阿

原

武

井

啓

吉

・

泉

昌

夫

築
地
新
居
内
藤
寛
之
・
河
田
純
男

飯

喰

小

津

馨

・

磯

部

巌

河

西

金

丸

繁

雄

・

石

原

重

夫

上

河

東

関

新

二

・

塚

原

将

司

上
河
東
二
区
望
月
瞳
朗
・
深
沢
至
文

「
回
一
仙

の山
U
」

が
と
う

家にけ好乙子るな まがおいく勉
庭努、きとの乙い子す、父うり強子
づ力勉なか話のも供 O ずさよがを供
くす強教らし運のは つんり大しに
りるへ科ま合動で苦 とのも切た勉
K とのをずいのす手 効後だでく強
努 共 き 見 子 、 趣 O の 果姿ますなを
めにつつ供ふ旨全教 的をつ。るさ
ま、かけのれを県科 で見てうよせ
し健ける得あ理的は あせ勉るうる
よ康によ意い解に勉 るる強さなた
うでなうなをさ 展 強 ととしく雰め

A友人関係一一子供のつきあい一一(;1:，明るに科深れ開し いとて勉固に
る よ 心 固 め 、 さ た わのい強気は人間形成の基礎。健全な友達づきあい

がやる親れく れ 方 る と づ
ができるように考えましょう。
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押
原
中
の
藤
田
君
ら
四
人
は
、
昭
和

バ
イ
パ
ス
沿
い
で
死
ん
で
い
た
猫
を
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
」
で
、
進
ん
で

片
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
小
さ

な
事
で
す
が
勇
気
を
持
つ
で
実
践
し
て

く
れ
ま
し
た
。
乙
の
小
さ
な
親
切
が
社

会
を
支
え
る
大
き
な
力
で
す
。

A 勺J¥さな親切・勇気、をありがとう
(右からよ場瀬さん、粕谷さん、藤

田君、樋口君です)
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地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

マ
マ
さ
ん
バ

レ
!
ボ

i
ル

• 

ソ
フ
ト

ノて

レ
!
と
も
河
束
中
島
に
栄
冠
グ

• 

第
八
田
町
地
区
対
抗
一
般
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
(
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
主
催
)
が
、
五
月
十
日
押
原

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
各
地
区
か
ら
十
二

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

河
東
中
島
チ

l
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
ま
た
、
五
月
二
十
四
日
に
は
第
十

八
田
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
町
体
育
協
会
主
催
)
が
、
町
民
体
育

館
に
於
て
十
二
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
河
東
中
島
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(ママさん

バレーボール大会)

河

西

西

条

一
区

清

水

新

居

築

地

新

居

③

飯

喰

⑦

西

条

二

区

⑥

西

条

新

居

⑤

押

越

④
上
河
東
二
区

準優勝一河

位一西条ニ区

( 2チーム)

西

2 

優勝一河東中島

三位一押 越

(ソフトボール選手権大会)

準優勝一西条新田

位一西条一区

( 2チーム)

優勝一河東中島

三位一築地新居

企土河東ニ区チームの激しいスパイクを

懸命にブロックする押越チーム

「
心
の
か
よ
う
温
か
い
地
域
社
会
」

ω実
現

萩

原

孝

氏

制
社
会
福
祉
協
議
会
専
門
委
員
に

孝氏

西)

原

河
萩

(

前
専
門
委
員
、
功
万
益
雄
氏
の
退
職

に
よ
り
、
六
月

一
日
か
ら
後
任
に
河
西

の
萩
原
孝
氏
が
社
協
専
門
委
員
兼
事
務

局
長
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
の
増
加
や
都
市
化
の
進
展
す
る

中
で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、
各
種
の
福
祉

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

社
協
で
は
、
乙
れ
か
ら
新
し
い
福
祉

の
問
題
を
考
え
、
社
会
福
祉
が
「
特
定

の
人
た
ち
」
の
も
の
で
な
く
(
す
べ
て

の
人
た
ち
」
の
も
の
だ
と
い
う
考
え
方

に
立

っ
て
、
ま
た
町
福
祉
行
政
と
連
携

し
て
、
(
民
間
だ
か
ら
で
き
る
」
福
祉

を
目
指
し
て

一
歩
一
歩
活
動
を
行

っ
て

い
き
ま
す
。

「
心
の
か
よ
う
温
か
い
地
域
社
会
」

実
現
の
た
め
、
町
民
の
方
の
ご
理
解
と

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

P

昭
和
六
十
二
年
度
の
活
動
内
容

①
社
会
体
制
を
強
化
し
、
役
割
を
よ
り

一
層
活
発
化
す
る
。
②
心
配
ど
と
相
談

の
内
容
を
充
実
。
③
ふ
れ
あ
い
の
場
の

福
祉
ま
つ
り
の
開
催
。
④
寝
た
き
り
者

の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
υ

⑤
歳
末
助
け
合
い
・

共
同
募
金
の
運
動
。
⑥
世
帯
更
生
資
金

貸
付
制
度
の
充
実
。

農
事
賃
金
標
準
額
、
か
決
ま
り
ま
し
た

町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
農
事
賃
金
標
準
額
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

農事賃金標準額表

額 jjlJ 選 ま~ 僚 準 税 備 JS 

川傾手伝い [1 食付 5.800 

消 火 型トラクヲー 11.500 iま場讐備

10a 

代以び耕運緩 12.500 そ の 他

緋 運 t昔土の場合 7.500 は場幣備

5~J!曽、 10 a 

8.000 その他

原 人 EI 食付 5.800 

8.500 ほ場終備

機械田鑓 10a 

9.500 その他

fffi 9.000 ほ湯整備

〆〈インダー 10a 、 ひも付

10.000 その他

17.000 は場~備
コ ンノてイン lOa.鉱燥まで

メIJ 18.000 その他

脱 量生 lOa 6.500 

水稲・育笛 l枚、種別 500 

農家の

ふる?と言んヘ
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正
し
い
自
転
車
走
法
を
学
ぶ
f
J

五
月
十
四
日
、
西
条
小
学
校
で
は
、
グ
自
転
車
で
の
交
通

T

故
を
な
く
そ
う
d

と
四
年
生
以
上
の
児
童
百
七
十
人
が
参

川
し
て
、
「
自
転
車
安
全
運
転
ク
ラ
ブ
」
の
結
成
式
が
盛
大

L
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
式
に
は
、
南
甲
府
警
察
や
安
全
協
会
、
地
区

民
比
教
育
委
員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
て
、
鷹
野
校
長
が
「
自
転

E
F

車
の
正
し
い
乗
り
方
を
学
ん
で
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
」
と

土
日

長
亦
話
さ
れ
、
安
協
の
山
下
支
部
長
も
「
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

p
」

練

習

を

重

ね

交

通

ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
」

W

ノ
と
あ
い
さ
つ
。
ク
ラ
ブ
員
十
四
名
を
代
表
し
て
六
年
の
五
味

-
フ
厚
君
に
自
転
車
安
全
ク
ラ
ブ
の
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

勺
ノ
乙
の
後
、
ク
ラ
ブ
員
が
新
品
の
自
転
車
を
使
い
設
置
し
た

、

ーノ
ノ

カ

」

広

模

擬

道

路

で

、

ジ

グ

ザ

グ

進

行

や

デ

コ

ボ

コ

道

の

運

転

、

二

一

ヨ

ー

ペ

枚

の

板

の

り

な

ど

の

コ

l
ス
を
正
し
走
法
で
実
演
し
、
自
転

一

戸

時

定

車

の

ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ら

全
、
且
'
月

t
F

♂
-
b

市

訓

尋

転

G

白
口

わ-つよし幸良広

企「自転車安全運転クラブJ結成、

五味部長以下13名一 企正しい自転車走法

クラフヌず按ソフ r;fi'ーノル

ゲーグ戦局幕/

日頃の成果を発揮A 第一ゲート通過/

第
五
回
町
ク
ラ
ブ
対

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
(
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
主
催
)
が
、
五
月

七
日
押
原
小
学
校
々
庭

で
開
幕
し
、

A
級
リ
ー

グ
(
十
チ
!
ム
)
、

B

級
リ
ー
グ
(
十

一
チ

!

ム
)
に
よ

っ
て
熱
戦
の

火
ぶ
た
が
き
ら
れ
ま
し

た。
果
た
し
て
、
今
年
の

秋
は
ど
の
チ
l

ム
が
優

勝
旗
を
手
に
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

ゲ、ートボ-Jlノで、「生きがい開発」

春
季
町
、ゲ
l
ト
ボ

l
ル
大
会
(
町
主
催
)
が
、
四
月
三
十
日
、
釜

無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
二
十
四
チ

l
ム
約
二
百

名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
福
祉
の
ま
ち

c

つ
く
り
推
進
事
業
の

一
環
で
「
老

人
の
生
き
が
い
開
発
」
を
主
旨
と
し
て
毎
年
春
と
秋
の
一
回
づ
っ

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

試
合
は
、
歓
声
や
た
め
息
の
和
や
か
な
ム
!
ド
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
優
勝
旗
の
他
に
、
優
勝
、
準
優
勝
、
三

位
入
賞
チ
l
ム
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
金
・
銀
・
銅
の
メ
ダ
ル
が
各
選
手
に

贈
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
選
手
は

一
打
一
打
気
合
の
は
い
っ
た
真
剣

な
表
情
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
漂
う
選
手
達

の
熱
気
は
と
て
も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@

優

勝

飯

喰

A
チ
l
ム

@
準
優
勝
西
条
一
区
B
チ
i
ム

@

三

位

河

西

山

チ

!

ム

企クラブリーグ戦の開幕を告げる、西条ニ区

Aチーム深沢選手の力強い選手宣誓

。-0)-A級チ ー ム

10 9 8 7 6 5 4 
紙ラ山ね西上昭

ラや

漉ビ E習い T
阿ッ 2u長

辰 巳

原ト協武 A

河

島田区

甲

府

。1
ク
リ
エ

l

ト
宅
間

〉
2
西

条

二

区

B

寸
3
清
水
ス
ラ
イ
ダ
ー
ス

円

u
手
中

4
西
条

一
区
ベ
ア

l
ズ

ブ

西

条

一

区

チ

6
飯
喰
フ
レ
ン
ダ

l
ス

時

7
築

一
8
米

0
9昭。叩河口日

東

山
出

tτt' 

新

居

実

業

山

lぎ

nu 
壬
m
1

つ

キ
C西

立



士
冗
接
フ
斗
ノ

エ
ロ
・
フ
/
ヤ

昭
和
町
の
地
勢
寸
洪
水
と
土
地
の
傾
斜
L

文
化
財
審
議
会
委
員

心金

砂己

取
叩

&フ

土

• 

わ

郷
土
誌
考
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

九
年
に
三
回
K
分
け
て
書
い
た
乙
と
が

あ
る
の
で
、
そ
の
続
編
と
し
て
少
し
別

な
角
度
か
ら
書
い
て
見
た

v

J
ヤ
い
。
当
然
前
回
と
重
復
す

〈
1
1
〈
る
点
は
さ
け
ら
れ
な
い
が
、

一
カ
一
今
回
は
回
ど
と
に
テ
l
マ

〈
、

b
〈
を
し
ぼ
っ
て
少
し
突
っ
乙

〉

S
3竺
ん
で
書
く
こ
と
に
し
た
。

-

一

回

目

は

、

地

勢

に

つ

l

い
て
述
べ
て
見
た
い
。
甲

'L
府
盆
地
の
真
ん
中
昭
和
と

川

い

う

昭

和

音

頭

の

歌

詞

を

J
，
も
っ
て
前
回
の
終
り
と
し

以
川
園
た
。
今
回
の
書
き
出
し
も

〈

ν
F
八
そ
乙
か
ら
始
め
よ
う
。
歌

山
A
M」
一
詞
に
あ
る
甲
府
盆
地
と
は

日
H
V
往
古
は
湖
だ
っ
た
さ
一
一
一
口
わ

山
河

4
の
れ
て
い
る
。
僧
空
海
、
角

V
W脂
竺
倉
了
以
に
よ
っ
て
富
士
川

の
再
の
瀬
が
開
さ
く
さ
れ

盆
地
と
な
っ
た
後
、
釜
無
と
笛
吹
の
二

つ
の
川
が
盆
地
の
水
を
集
め
て
富
士
川

へ
合
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
両

河
が
北
と
北
東
か
ら
富
士
川
へ
合
流
す

る
ま
で
応
出
来
た
の
が
甲
府
盆
地
で
あ

る。

-つよし報広( 7 )昭和 62年 7月 1日発行

普
通
こ
う
し
た
地
勢
を
デ
ル
タ
地
帯

(
三
角
洲
)
と
呼
ん
で
い
る
。
デ
ル
タ

と
し
て
有
名
な
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
の
奥
地
に
降
っ
た
雨
が

一
週
間
も
十
日
も
た
つ
て
か
ら
大
洪
水

あ
え

と
な
っ
て
炎
熱
に
瑞
ぐ
ア
フ
リ
カ
砂
漠

を
襲
う
。
こ
の
ナ
イ
ル
河
の
氾
濫
の
た

び
に
奥
地
の
肥
沃
な
土
砂
を
運
び
出
し
、

そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
出
来
た
の
が

エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
河
デ
ル
タ
で
あ
り

沃
野
で
あ
る
。

甲
府
盆
地
は
そ
の
小
さ
い
型
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
三
急

流
の
一
つ
で
あ
る
富
士
川
の
特
徴
を
主

流
と
す
る
の
は
釜
無
川
で
あ
っ
て
、
笛

吹
川
の
急
流
は
、
石
和
町
の
重
川
の
流

入
地
点
ぐ
ら
い
で
、
明
治
四
十
五
年
の

大
水
害
は
、
笛
吹
の
流
れ
を
替
え
る
ほ

ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
川
の
東
に
あ

っ
た
富
士
見
地
区
は
、
現
在
川
の
西
に

川
筋
が
変
っ
て
い
る
。
そ
の
時
家
の
天

井
へ
届
く
ほ
ど
土
砂
に
埋
っ
た
富
士
見

に
堆
積
し
た
土
砂
は
、
細
か
い
し
め
砂

ば

か

り

だ

っ

た

。

そ

れ

か

ら

西

へ

曲

っ

川

川

期

吏

て

富

士

川

へ

合

流

す

る

ま

で

は

隠

や

か

釜

糾

な
平
地
の
河
の
流
れ
で
あ
る
が
、
釜
無
乙
の
放
射
線
の
洪
水
の
の
ど
元
に
位

は
、
そ
の
名
の
よ
う
に
釜
無
山
か
ら
一
置
す
る
わ
が
昭
和
町
は
乙
の
災
害
と
戦

気
に
富
士
川
へ
合
流
す
る
ま
で
釜
(
瀧
っ
て
来
た
。
永
禄
六
年
洪
水
被
害
地
と

れ
き

つ
ぼ
)
の
な
い
急
流
で
、
砂
礁
と
細
土
し
て
西
条
と
言
う
地
名
が
郷
土
誌
年
表

腐
殖
土
で
、
平
安
朝
ど
ろ
形
成
さ
れ
た
に
出
て
い
る
が
、
今
か
ら
一
ィ
一
二
二
年
前

と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
近
年
に
で
、
信
玄
堤
は
そ
の
三
年
前
に
出
て
い

な
っ
て
も
国
界
橋
下
の
ミ
ニ
、
グ
ラ
ン
ド
る
の
で
、
乙
れ
を
越
え
た
洪
水
な
の
で

キ
ャ
ニ
オ
ン
の
よ
う
な
現
象
が
起
る
の
あ
る
。
釜
無
の
堤
防
は
、

J

お
よ
そ
五
百

オ~r

;尺
ノ¥

十

で
あ
っ
て
、
そ
の
流
れ
は
竜
王
の
高
岩

と
勅
使
川
の
流
入
地
点
ま
で
は
両
岸
は

高
地
に
抱
さ
れ
て
い
て
広
い
洪
水
と
は

な
ら
な
い
。
土
砂
を
含
ん
だ
洪
水
は
、

竜
王
町
玉
幡
あ
た
り
か
ら
急
に
ひ
ろ
が

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
甲
府
盆
地
の
西
、
昭

和
か
ら
東
部
三
か
町
へ
拡
大
し
て
行
く

の
で
あ
る
。
水
路
を
流
れ
て
い
た
水
が
、

堰
を
外
さ
れ
田
に
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
た

と
え
ょ
う
か
。
し
か
も
西
側
は
、
西
郡

ぞ
〈

の
高
台
に
よ
っ
て
洪
水
は
掘
さ
れ
る
。

(
南
湖
、
藤
田
は
湛
水
に
よ
る
逆
流
の

洪
水
で
東
側
で
言
え
ば
臼
井
沼
あ
た
り

が
逆
流
湛
水
の
緩
衝
の
役
目
を
果
し
て

い
る
。
)

甲府盆地

富士川

メ
ー
ト
ル
の
川
幅
で
築
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
ふ
だ
ん
は
、
石
と
砂
ば
か
り
で

川
の
流
れ
な
ど
近
づ
か
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
大
雨
や

洪
水
と
な
れ
ば
、
そ
の
予
備
河
川
敷
の

築
地
河
原
(
現
在
工
業
団
地
の
幅
お
よ

そ
千
メ
ー
ト
ル
)
を
越
え
て
、
先
程
の

信
玄
堤
へ
押
し
ょ
せ
、
更
に
そ
の
堤
を

越
え
て
わ
が
町
一
帯
を
襲
っ
た
の
で
あ

る
。
主
な
洪
水
五
回
の
よ
う
す
を
次
に

記
す
。一

回
、
竜
王
本
町
か
ら
敷
島
東
町
、

南
へ
出
、
荒
川
を
併
せ
て
住
吉
・
国
母

を
横
ぎ
り
山
城
落
合
下
で
笛
吹
へ
。

二
回
、
西
八
幡
か
ら
南
東
へ
、
昭
和

を
越
し
玉
穂
井
の
口
西
よ
り
笛
吹
へ
。

三
回
、
西
条
新
田
よ
り
南
下
、
昭
和

町
西
部
、
田
富
町
小
井
川
東
を
す
ぎ
大

和
田
で
笛
吹
へ
。

四
回
、
信
玄
堤
に
そ
っ
て
南
下
、
昭

和
町
西
部
を
す
ぎ
田
富
町
今
福
新
田
で

笛
吹
へ
。

五
回
、
明
治
四
十
年
現
在
の
信
玄
堤

四
番
出
し
の
う
ち
を
流
れ
て
臼
井
沼
へ
。

制

鍛
治
新
居
の
部
落
が
流
れ
た
の
は
乙

お

の
時
で
、
以
来
本
堤
を
越
え
た
洪
水
は

臨

約
八
十
年
間
は
な
い
。

…

乙
の
よ
う
に
、
わ
が
町
は
洪
水
の
流

路
の
中
で
部
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

い

北
西
か
ら
南
西
へ
向
っ
て
十
・
五
メ
ー

ト
ル
の
傾
斜
を
持
っ
て
わ
が
町
の
地
勢

は
成
り
立
っ
て
い
る
。
四
固
ま
で
が
乙

の
傾
斜
を
伝
わ
っ
て
笛
吹
へ
落
ち
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
回
は
、
部
落
の
形
成
に
つ
い
て
書

い
て
見
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単

国
保
税
の
自
動
支
払

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
は
、
わ
ざ

わ
ざ
納
め
に
出
向
か
な
く
て
も
、
公
共

料
金
と
同
じ
よ
う
に
預
金
口
座
か
ら
も

自
動
支
払
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
銀
行
の
各

本
居
・
支
屈
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

山
梨
中
央
銀
行
、
第
一
勧
業
銀
行
、

太
陽
神
戸
銀
行
、
東
京
相
互
銀
行
、

甲
府
信
用
金
庫
、
巨
摩
信
用
組
合
、

甲
府
商
工
信
用
組
合
、

山
梨
昭
和
農
業
協
同
組
合
、

な
お
、
住
民
課
窓
口
に
も
預
金
口
座

振
替
依
頼
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す

0

・
申
込
み
の
と
き
必
要
な
も
の

O
預
金
通
帳
(
な
い
方
は
新
し
く
口
座

を
設
け
る
)

O
印
鑑
(
通
帳
の
届
出
印
)

O
国
民
健
康
保
険
証
又
は
国
民
健
康
保

険
税
納
税
通
知
書

O
印
紙
代
の
二

O
O
円

※
詳
し
く
は
、
役
場
の
住
民
課
ま
で
。

一集
議
難
題
麓
額

一吉
F
扇

機

懇

務

際

懇

犠
際
議
嬢
露
霧
務
懇
畿
毅
畿
畿

一
・
:
一

瀬
線
機
機
機
織
機
織
機
綴
綴
機
織
機
線
機
織
綴
線
機
綴
綴
線
機
織
綴
機

海
外
の
農
業
先
進
諸
国
に
お
い
て
、

近
代
的
な
農
業
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

農
業
実
習
生
と
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間
七
月
三
十

一
日
働
ま
で
。

負
担
金
米
国
十
万
円

実
習
・
研
修
期
間
一
年
ま
た
は
二
年

対
象
三
十
才
未
満
の
農
業
従
事
者

※
問
合
せ
先
役
場
経
済
課
産
業
係
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石原竜次くん

(押越)

S 61. 4. 25生

砂

(

父

)

石

原

一

(

母

)

千

鶴

僕
に
は
一
歳
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
毎
日
け
ん
か
を

し
な
が
ら
も
譲
り
合
っ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
早
く
お

兄
ち
ゃ
ん
と
外
で
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
あ
:
・
・
:
。

わ一つよし報

今村絵利加ちゃん

(西条ニ区)

S 61. 10. 24生

広

h

v

(

父

)

今

村

浩

文

(

母

)

由

美

絵
利
加
は
、
お
座
り
よ
り
も
寝
返
り
の
方
が
得
意
で
、
今
に

も
這
い
出
し
そ
う
な
格
好
を
し
て
、
毎
日
元
気
に
手
足
を
パ

タ
バ
タ
さ
せ
て
い
る
、
我
が
家
の
か
わ
い
い
女
王
様
で
す
。

栗原絵梨加ちゃん

(築地新居)

S 61. 2. 6生

h

v

(

父

)

栗

原

勝

(

母

)

勝

子

わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
娘
の
絵
梨
加
一
歳
四
ヶ
月
が
、
い
よ
い

よ
歩
き
出
し
ま
し
た
。
毎
日
外
で
遊
ん
で
い
る
の
で
真
黒
で

す
。
健
康
美
で
優
し
い
元
気
な
子
供
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

河
西
区
の

が

一

坪

図

書

館

子

は

、

区
公
会

h

堂
の
中
に
あ

チ

り

、

入

口

κ

ん

は

時

代

を

思

さ

わ

せ

る

よ

う

/
¥
 

た

な

当

時

の

古

ま

い

看

板

が

掛

に
す
て
あ
り
ま
す
。

制
技
館
長
は
代
々

貸
に
社
会
教
育
委

nυ

れ
ソ

酢

借

員
が
就
任
し

明

科

て

運
営
の
長

A

を
し
て
き
ま

し
た
。
事
務

局
は
育
成
会
の
事
務
局
長
が
当
り
、
本
の
貸
出
し
当
番

は
一
人
で
も
多
く
の
方
が
関
心
を
深
め
る
意
味
で
現
在
は
五
十

六
人
の
当
番
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

当
番
員
の
内
容
は
、
育
成
会
評
議
員
、
子
供
ク
ラ
ブ
指
導
者
、

小
中
P
T
A
役
員
等
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
も
年
間
五
百
人
位
あ
り
、
大
変
盛
況
で
す
。

今

年

で

一

坪

図

書

書

館

一

一

一

i
'

二
割

一

地

一

一

も

県

か

ら

町

へ

移

管

さ

れ

一

新

=

前

回

一

一

一

腕

=

線

一軒一

一

て
三
年

目

、

本

も

一

回

り

一

糊

=

M

一

軒

一

一

一

計

=

常

一

一

一

一

命

戸

h
f
L
「

ー

一

し
ま
し
た
の
で
、
乙
の
辺
一

:
rd引
ド

E
一

一

応

=

¥

¥
一
一一

一

プ

ー

一

で
新
本
を
購
入
し
て
頂
き
、
一
一
塑

ζ
h
t工
斗

訓

一

新
鮮
な
一
坪
図
書
館
と
し

E
b
L議炉一
ω

一

て
地
域
で
愛
さ
れ
、
ま
た
一
歪

I

F
-

-

二
位耕

一

三

一

一

謂

必

附

凶

一

直

寝

泊

一

大

人

と

子

供

の

「

ふ

れ

あ

一

圧

」

一

理

問

一

い

の

場

」

と

し

て

今

後

も

一

一

利
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貸
出
日
は
、
毎
週
日
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。

θ⑩⑧⑧⑧⑧⑧⑨(2) 

女
河
西
区
図
書
館
~d

ス
、
ス
パ
イ
ク
と
決
っ
た

瞬
間
の
心
良
さ
は
バ
レ
ー

で
し
か
味
わ
う
事
が
出
来

ト

れ

ま

せ

ん

。

本

当
陀
奥
深
い

し

特

球

技

な

の

で

、

夢

中

に

な

渡

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

橋

ん

)

の
さ
越
ま
た
、
マ
マ
さ
ん
パ
レ

仙
仔
ー
や
年
令
別
バ
レ
ー
、
地

4
ι
i
z
f
 

一
押
区
リ
ー
グ
戦
等
の
各
大
会

ル
慨
(
と
体
協
主
催
の
行
事
に
も

企

参

加

し

、

日

頃

の

成

果

を

競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

尽
ν
n
u器
H
u
b
z男
事
グ
y

新
潟
か
ら
知
ら
な
い
昭

f
u
H」

E
G
H
U
H
U
E
U
E』

|

J

C

和
の
地
に
移
り
住
み
、
早

々
バ
レ
ー
に
誘
わ
れ
ま
し

押
越
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
和
た
が
、
小
学
校
五
年
よ
り
始
め
た
バ
レ

気
あ
い
あ
い
と
月
二
回
ほ
ど
練
習
を
行

i
が
他
県
に
来
て
、
ス
ム

ー
ズ
に
人
と

っ
て
い
ま
す
。
私
も
家
族
の
理
解
と
協
人
と
の
心
の
か
よ
う
橋
渡
し
に
な
る
と

力
の
下
で
、
何
年
に
も
な
り
ま
す
が
、
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
向
に
上
達
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
老
今
で
は
、
声
を
掛
け
て
下
さ
っ
た
諸

い
も
若
き
も
バ
レ
l
好
き
な
仲
間
が
集
先
輩
に
感
謝
す
る
と
共
花
、
も
っ
と
も

ま
り
、
笑
い
の
中
に
も
真
剣
そ
の
も
の
っ
と
バ
レ
l
好
き
が
増
え
る
事
を
願
つ

で
、
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
て
や
み
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
を
挟
み
、
相
手
の
サ
ー
ブ
を
カ
乙
れ
か
ら
も
体
の
続
く
限
り
好
き
な

ッ
卜
し
、
拾
っ
て
拾
い
ま
く
っ
て
、
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
き
ま
す
。

ー
ー
l
i
l
i
-
-
I
l
i
l
l
l
i
-
-
-1
11
1
1
1
1
1
1
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-

約
束
が
守
ら
れ
る
な
ら
口
約
束
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
月
日
が
た

つ
に
し
た
が
っ
て
、
内
容
が
不
明
確
に
な
り
「
言
っ
た
」
「
言
わ
な

い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
取
引
き

に
不
慣
れ
な
私
た
ち
は
、
不
利
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す

0

・

し
た
が
っ
て
、
大
切
に
思
わ
れ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
に

契
約
書
を
作

っ
て
、
明
確
に
証
拠
を
残
す
乙
と
が
大
切
で
す
。
名
刺

の
裏
へ
書
い
て
も
、
メ
モ
書
き
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
必
ず
残
す
よ

う
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

(
注
)
印
が
押
し
て
な
い
か
ら
ζ

の
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
で
す
が
、
自
筆
の
サ
イ
ン
が
あ
れ
ば
印
が
な
く
て
も

有
効
で
す
。

移
は

つ
。
ひ
い
た
い
む
⑫

とっておきたい契約書



!
…
医
大
病
院
か
ら
健
康
メ
モ

会
周
近
頃
問
題
に
な
っ

山
梨
医
科
大
学
教
授

寄
生
虫
学

わ

日
本
で
は
回
虫
や
鈎
虫
が
減
り
、
山

梨
県
で
地
方
病
と
呼
ぶ
日
本
住
血
吸
虫

症
も
新
た
な
感
染
は
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
然
し
蜂
虫
の
感
染
は
相
変
ら
ず
で
、

ア
メ
ー
バ
赤
痢
は
最
近
増
え
て
い
る
様

に
思
う
。
甲
府
市
で
今
年
ア
メ
ー
バ
性

腹
膜
炎
を
起
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

お
ら
れ
る
。

一
方
、
流
通
機
構
の
発
達
に
よ
る
感

染
や
海
外
旅
行
中
の
感
染
な
ど
、
新
た

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を

略
記
す
る
。
ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
ス
ル
メ

イ
カ
、
サ
パ
な
ど
海
産
魚
介
を
生
食
す

る
と
、
幼
虫
が
胃
腸
粘
膜
に
刺
入
、
腹

痛
な
ど
を
起
す
も
の
で
、
本
県
で
も
刺

身
、
締
鯖
を
多
食
す
る
様
に
な
り
増
え

た。

一
度
冷
凍
す
る
か
加
熱
す
れ
ば
安

全
。
マ
グ
ロ
な
ど
高
級
魚
は
問
題
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
淡
水
魚
を
生

食
し
た
り
、
輸
入
ド
ジ
ョ
ウ
の
お
ど
り

を
食
べ
る
と
顎
口
虫
が
感
染
す
る
。
幼

虫
が
体
内
を
移
動
し
治
療
は
難
し
い
。

ク
マ
肉
や
輸
入
の
ブ
タ
肉
を
生
食
す
る

と
旋
毛
虫
が
感
染
す
る
。
診
断
は
難
し

い
。
幼
虫
は
冷
凍
に
耐
え
る
の
で
、
必

ず
加
熱
の
事
。

静
岡
県
産
の
赤
色
の
サ
ワ
ガ
ニ
を
生

食
す
れ
ば
、
宮
崎
肺
吸
虫
で
、
気
胸
や

膿
胸
が
起
る
。
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸

-つよし報広( 9 )昭和 62年 7月 1日発行

て
い
る
寄
生
虫
病

中

島

雄

康

虫
は
淡
水
産
の
カ
ニ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
イ

ノ
シ

シ
の
刺
身
で
感
染
。
カ
ニ
な
ど
は

潰
さ
ず
そ
の
偉
煮
て
、
イ
ノ
シ
シ
も
加

熱
す
る
事
。

サ
ク
ラ
マ
ス
の
刺
身
、
鮪
で
広
節
裂

頭
条
虫
症
と
な
る
が
症
状
は
軽
い
。
養

殖
の
ニ
ジ
マ
ス
に
幼
虫
は
い
な
い
。
カ

エ
ル
、
へ
ビ
の
生
食
、
水
と
共
K
ミ
ジ

ン
コ
を
飲
ん
だ
り
、
カ
エ
ル
の
生
皮
で

湿
布
す
る
と
マ
ン
ソ
ン
裂
頭
条
虫
の
幼

虫
が
皮
下
や
内
臓
に
寄
生
す
る
。
マ
ム

シ
の
生
ぎ
も
、
刺
身
は
有
線
条
虫
の
危

険
が
あ
る
。
多
包
条
虫
(
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
)
は
北
海
道
か
ら
青
森
に
上
陸
、

南
進
中
。
キ
ツ
ネ
、
イ
ヌ
の
糞
に
出
る

虫
卵
が
口
に
入
り
感
染
、
肝
癌
に
似
た

症
状
と
な
る
。
単
包
条
虫
は
輸
入
の
ウ

シ
、
ヒ
ツ
ジ
に
よ
る
本
邦
へ
の
土
着
が

危
倶
さ
れ
て
い
る
。
輸
入
の
ブ
タ
肉
に

よ
る
有
鈎
条
虫
は
、
幼
虫
が
脳
や
心
臓

に
寄
生
す
る
と
重
篤
と
な
る
。
良
く
加

熱
の
事
。

熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
は
治
療
が
遅
れ
る

と
日
本
人
は
死
ぬ
。
医
師
の
死
亡
例
あ

り
。
熱
帯
で
は
予
防
が
大
切
。
エ
イ
ズ

で
発
症
す
る
と

ニ
ュ
i

モ
シ
ス
テ
ィ
ス

な
ど
の
原
虫
が
暴
れ
て
死
に
到
る
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

⑤
⑥
⑤
⑪
 

教
育
委
員
会
で
は
、
「
み
ん
な
の
広

場
、
さ
そ
い
合
っ
て
集
ま
ろ
う
」
を
テ

ー
マ
に
公
民
館
デ
!
を
開
催
し
ま
す
。

開

催

日

七

月

十

九

日

(

日

)

場

所

中

央

公

民

館

各

室

内
容
・
時
間
①
幼
児
の
し
つ
け
②
折
り

紙
あ
そ
び
③
青
年
と
社
会

参
加
④
茶
道
・
太
鼓
教
育

(
釧

9
・

ω
1
1
・
初
)

⑤
生
き
が
い

I

(
映
画
)

(
則

1

・∞
1
3

・∞)

⑥
家
庭
教
室
(
放
送
利
用
)

⑦
ダ
ン
ス
教
室
(
削
7
・

初

1
9
・
加
)

O
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

広
く
町
民
の
皆
様
に
ス
ポ
ー
ツ
が
親

し
ま
れ
る
よ
う
昭
和
町
体
育
施
設
等
の

使
用
料
が
次
の
と
お
り
大
幅
に
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

(
1
時
間
当
た
り
)

押
原
小
夜
間
照
明

9
0
0
円
が

8
0
0
円

押
原
中
夜
間
照
明

全
面

2
6
0
0
円
が

1
5
0
0
円

半
面

1
3
0
0
円
が

7
5
0
円

西
条
小
夜
間
照
明

6
0
0
円

町

民

体

育

館

全
面

1
2
0
0
円
が

1
0
0
0
円

半
面

6
0
0
円
が

5
0
0
円

西

条

小

体

育

館

3
0
0
円

た
ば
乙
の
代
金
に
は
、
た
ば
こ
消
費

税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
税
は、

固
と
地
方
自
治
体
に
納
付
さ
れ
、
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ば
乙
消
費
税
は
、
町
の
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

た
ば
こ
は

恭

平

日

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
四
十
分

恭
土
曜
日
は
正
午
ま
で
(
第
二
・
第
三

は
休
み
)

諜
弁
護
士
相
談
日
・・・・・・第
三
木
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

問
合
せ
(
社
団
法
人
)
日
本
損
害
保
険

協
会

甲
府
自
動
車
保
険
請
講
談
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
二
十
の
五

千
代
田
火
災
海
上
ピ
ル
四
階

曾

O
五
五
二
(
二
八
)
八
三
三
五

ゐ
天
ぷ
ら
油
火
災
一

‘
を
な
く
そ
う
l

ー』

夏
は
食
油
を
使
っ
た
料
理
が
多
く
な

り
ま
す
。
そ
乙
で
、
天
ぷ
ら
油
火
災
を

防
止
す
る
た
め
に
次
の
乙
と
を
守
り
ま

!)よ'つ
。

O
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
は
な
れ
な
い
。

O
電
話
や
来
客
で
そ
の
場
を
は
な
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
火
を
消

l
u
土
A

アし

ょ
v

つ。

つ

暴
走
族
グ
ル
ー
プ
は
交
通
ル

l
ル
の

無
視
、
暴
行
傷
害
事
件
な
ど
ま
す
ま
す

悪
質
、
凶
悪
化
し
て
い
ま
す

0

7υ
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で

暴
走
族
の
追
放
に
ど
協
力
下
さ
い
。

町内交通事故発生件数
「気をつけて」朝の一言忘れずに

5 月分

件 数 負傷 死者

件 て人 人

物損 23 

(+ 3) 9 。
人損 9 ( -10) (-1 ) 

"( -3) 

)内は、前月比 (昭和駐在所調べ)
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仰向保健衛生だより附録的問

実施日 受付時間 該当児 場所

7月 15目的
昭和 61年 6月生まれ

午後 1時
λr 9月生まれ

総合
角、- 2時

7月 16日射
昭和 61年 12月生まれ

会館

昭和 62年 3月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

日 時 7月 4日出・ 25日出

午前 9時---11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありませんO

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

¥¥| 第 1 回 第 2 回

実施 日 7月 21日(火) 7月 29日(水)

時間 午後 1時 30分~

場所 総合会館

対象者 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち者 母子手帳・体操のできる服装・テキスト代300円

実施日 7月 22日制

受付時間 午後 1時 ---1時 30分

場 所総合会館

該当児 昭和 62年 2月1日---5月31日までの出生児

持ち物 母子手帳

その他 昭和 62年 2月及び 3月出生児については検診後、

神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配

布を行いますので 60円切手 1枚または現金 60円

をご持参ください。

実施日 7月 17日樹

受付時間 午後 1時---1時 30分

場 所総合会館

該当児 昭和 60年 4月1日---7月31日までの出生児

持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ

日 時 7月24日陰)

午前 10時 20分---10時 25分

場 所総合会 館

※収集車が来るまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

結核検診は年に一度受けるよう法律で定められていますO 町

では下記日程により検診を実施しますので、該当者はもれな

く受診してください。
ゴい

ニコ円
H

日 程 地 区 ぷヱ3』Z 場 時間

7月 6日伺) 西条二区 西条二区第1公会堂
8:30 

---15: 30 

7日w押越・河東中島 昭和農協・本所 グ

8目的 飯喰・河西 。 -常永支所 ィク

9日射 上河東 'þ'，八~'!呈u. 8:30 
---11:00 

// 上河東二区 集会所
13:30 
---15:30 

10日制 築地新居 ノ0:入メ~入戸~邑， 8"珂
---11:00 

。， 清1く新居 ょっちゃん食品工業鞠
13:30 
---15:30 

11日出 紙漉阿原 1; メZ斗Z生z当ヒ' 
8:30 

---11 :00 

12日(日) 西条一区・西条新田 西条小体育館
8:30 

---15: 30 

13日伺) (予備日) 総合会館
8:30 

---11:00 

<注意事項>

1. 学校、勤務先または病院などで受診された方・受診され

る方は町の検診を受ける必要はありませんO この他、何ら

かの理由で受診できない方は配付いたします受診票に必要

事項を書きこみ、役場厚生福祉課へ提出してください。

2. どの会場でも受診犬、きますが、受診の際には受診票を必

ず持参してください。

※問い合わせ 昭和町役場厚生福祉

電話 75 - 2111内線 54

。無料で健康チェックが受けられます。

結核レントゲン検診と同時に今年から町と農協が一体とな

り、町内各地区を巡回し、従来の結核住民検診とあわせ人間

ドック的健康審査を行います。

*実施日・会場・受付時間

結核レントゲン検診と同日程

*内容

①一般検診 診察、血液検査、検尿、血圧測定、心電図な

どの検診の基本項目で、すo

②胃レントゲン 胃がん、胃かいよう、十二指腸かいよう

などの検査です。

③超音波(エコー) 肝臓、胆のう、すい臓などの検査で

す。無痛、無害で多くの病気を発見できますO

④胸部レントゲン 結核肺がんの検査です。 15才以上の方

は、法律で義務付けられておりますので必ず受診しまし

ょフ O

<注>胃・超音波(エコー)の受診は、午前中のみです。なお、

清水新居・上河東二区の会場では、受診できませんので、

他の会場でお受け下さい。
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1
l
ロH
ぷ
l

F
N
U
H
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う

h
-

・圃V』
，

「

こ

の

た

び

、

ケ

ノ

r
E
E
E
ι
』

あ

な

た

は

レ

ク

リ

4
・
・
司
エ
l
シ
ョ
ン
施
設

の
優
先
利
用
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
つ

い
て
は
、
詳
し
い
話
を
し
た
い
:
:
:
」

と
い
う
呼
び
出
し
を
受
け
ま
し
た
。
当

目
指
定
さ
れ
た
喫
茶
庖
に
行
く
と
、
「
会

員
に
な
れ
ば

O
O
ホ
テ
ル
、

0
0
レ
ジ

ャ
ー
施
設
を
割
引
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、

有
名
庖
で
割
引
価
格
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
会
員
権
の
契
約
と
思
い
サ

イ
ン
を
し
た
の
で
す
が
、
家
に
帰
っ
て

よ
く
調
べ
て
み
る
と
そ
の
書
類
は
、
英

会
話
教
材
の
割
賦
販
売
契
約
書
な
の
で

す
。
教
材
を
買
う
つ
も
り
は
な
い
の
で
、

解
約
し
た
い
の
で
す
が
:
:
・
。

h
且

且

.

化

粧

品

を

買

え

・・・唱
1

ば
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

I
P
A
-

す
る
、
英
会
話
教

材
を
買
え
ば
無
料
で
英
会
話
教
室
に
通

え
る
ー
ー
な
ど
商
品
の
.
販
売
に
サ
ー
ビ

ス
(
役
務
)
が
付
い
て
い
る
乙
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
が
商
品
販

売
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
業
者

は
契
約
書
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時

期
、
提
供
回
数
、
場
所
、
方
法
な
ど
を

記
す
乙
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
セ
ー
ル
ス
・
ト
ー
ク
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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で営

以
外

品
川
V
ふ，
o

d時
n
y
-

-
オ
フ

が
で
き
る

お
問
い
合
わ
せ
り
ケ
l
ス
は
、
英
会

話
教
材
と
い
う
「
商
品
」
に
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
と
い
う
「
サ

ー
ビ
ス
」
が
付
い
て
い
る
も
の
で
す
が
、

業
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
だ
け
を
強
調

し
て
販
売
し
た
た
め
起
乙
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
と
い
え
ま
す
。
と
の
場
合
、
営
業
所

以
外
の
場
所
に
お
け
る
契
約
で
あ
れ
ば
、

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
場
合
は
合
意
解
約
と
い
う
乙

と
に
な
り
割
賦
販
売
法
に
よ
っ
て
、
消

費
者
保
護
の

た
め
の
解
約
の
ル

l
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
値
段
の
高
い
商
品
を
売

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
表
看
板
に
す
る

ケ
i
ス
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
業
者
の
話
に
あ
や
ふ

や
な
点
を
感
じ
た
ら
、
契
約
書
に
サ
イ

ン
す
る
前
に
完
全
に
納
得
で
き
る
ま
で

説
明
を
求
め
た
り
、
契
約
書
を
よ
く
読

む
ζ

と
が
大
切
で
す
。

?去

スが

雑
損
控
除
を
こ
存
知
で
す
か

な

「地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
」
と
壬一口

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
は
非
常
に

天
災
が
多
い
国
で
す
が
、
乙
の
よ
う
な
災

害
や
、
さ
ら
に
は
盗
難
な
ど
で
住
宅
や
家

財
に
損
害
を
受
け
た
と
き
に
は
、
所
得
額

が
軽
減
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。

災
害
の
と
き
は
、
そ
の
損
害
額
の
明
細

書
(
保
険
会
社
が
査
定
し
た
も
の
な
ど
)
、

盗
難
に
は
、
警
察
署
の
盗
難
証
明
書
が
申

告
の
と
き
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

働
税
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド



昭和 62年 7月 1日発行(12)

JULY=一文月(ふみづき)

り

げ

椿

ば

ん
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ひ
れ
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花

木

の
の
の

町
町
町

わ-つよ

引の
F
A
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 の向

弔
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し報広

膏少奪4-鼻持eら"6企図撞闘月閤

987 

ぃ
l
問

)

合
{
月
1

き
日
け
J

山調，
j

関
の
助
広
強
佐

山
全
液
~
化
~

山
安
血
(
美
(

士
民
の
動
川

宮
国
愛
運
河

乳児健康診査(総合会館)府
友引

ほ、ん送り火

16やぶいり
行政相談(中央公民館PMl----)
心配ご

2歳児歯科検診(総合会館)倫
先負17 

府
赤口半夏生2 

出
仏滅

特設人権相談日
(中央公民館AMlO----PM3) 

勤労青少年の日
18 制

先勝

4 

老人生きがいノミス旅行

母子手帳交付及び一般健康相
談日(総合会館)
リハビリ教室(総合会館)

3 

押中)
ァ-r聡

夏休み(押小、西条小、

安産教室(総合会館)

向
先勝

(西条二区)伺)
仏滅6 21 結

核 乳児整形外科検診(総合会館)
心配ごと相談(総合会館PMl

的
友引

(押越、河東中島)!;k) 
大安

七夕
健康の日 22 ア

レ

府
先負口

Hの

暑
み

大
ふ

(飯喰・河西)
心配どと相談
(総合会館PM1~) 
入浴ーザービス(総合会館)

ン的
赤口

小暑
8 23 

ト
不用犬猫収集日(総合会館)

リハビリ教室(総合会館)

織
仏滅

府
先勝9 24 (上河東、上河東二区)ゲ

出
大安

母子手帳交付及び一般健康相
談日(総合会館)
子どもクラブキャンプ (1西条
二区、押越、築地新居〉

りd
友引

25 
(築地新居・清水新居)

(紙漉阿原)

ン

検

=会
ロ:;.-

(p
m参
照
)

掛
友引

11 
出
先負

何)
大安

国土建設週間
(~16 日)

13ぼん迎え火

10 

安産教室(総合会館)
心配ごと相談(総合会館PMl

的
先負29 

!;k) 
赤口

検疫記念日
14 

海外派遣農業実習生申込締切
( P 7参照)

町・県民税第 1期能期限
国民年金第 1期納期限
国民健康保険税納期限

的
仏滅

乳児健康診査(総合会館)
行政相談(中央公民館PMl
心配ごと相談

(総合会館PMl----)
入浴サ」ビス(総合会館)

関
先勝

/ 
』玉、ん

15 
自
大安

※ 夏は水気の多いゴミが出る季節です。

水切りが十分でないゴミは悪臭などの

原因になるばかりでなく、処理場の焼

燃物

→す面、 7日
10日、 14日
17日、 21日
24日、 28日
31日

毎週
火・金曜日 却能力をも低下させてしまいます。こ8日毎月 ! 

第 2水曜日|

の時期の水切りはとくにていねいにす

るよう心がけてください。

ゴミは指定の紙袋か荷札できめられ

た日に、きめられた場所へ出しましょう O

区

島

原

区

居

地

中

岡

地

新

東

原
越
東
漉
永
地
喰
西
河

押
押
河
紙
常
築
飯
河
上

o

「ーーし

o

「
ー
ー
ー
ー
し

※ 22日
毎月

第 4水曜日

15日

2目、 6日

9目、 13日

16日、 20日|第 3水曜日

23日、 27日

30日

毎月毎週

月・木曜日


